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ど
の
レ
ー
ン
か
ら
も
、
歓
声

や
笑
い
声
が
聞
こ
え
、
和
気

あ
い
あ
い
の
楽
し
い
行
事
と

な
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
個
人
の
ト
ッ
プ

ア
ベ
レ
ー
ジ
を
出
し
た
土
建

支
部
八
田
さ
ん
の
中
央
「
土

建
・
教
委
混
合
チ
ー
ム
」
が

団
体
優
勝
し
、
２
位
が
中
央

「
総
務
チ
ー
ム
」、
３
位
が

南
大
阪
「
府
税
チ
ー
ム
」
と

北
大
阪
「
土
現
・
府
税
混
合

チ
ー
ム
」、
ブ
ー
ビ
ー
メ
ー

カ
ー
は
南
大
阪
「
総
合
医
療

Ｃ
チ
ー
ム
」
で
し
た
。

　

仕
事
が
長
引
い
て
残
念
な

が
ら
ゲ
ー
ム
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
け
れ
ど
交
流
会
に
は

間
に
あ
っ
た
成
人
病
Ｃ
の
組

合
員
は
、「
前
の
晩
イ
メ
ー

ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
、
名

前
ま
で
考
え
て
い
た
の
に
、

業
務
が
終
わ
ら
な
く
て
、
ゲ

ー
ム
に
参
加
出
来
ず
が
っ
か

り
…
」
と
ポ
ツ
リ
。
ぜ
ひ
次

回
は
優
勝
を
ね
ら
っ
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

　

冷
房
の
壊
れ
た
交
流
会
の

会
場
は
、
ま
さ
に
熱
気
に
あ

ふ
れ
、
最
後
に
左
海
中
央
地

区
評
議
長
の
音
頭
に
よ
る
一

本
締
め
で
団
結
を
固
め
あ
い

ま
し
た
。

を
開
催
し
、
交
流
会
も
含
め

て
48
人
が
参
加
、
日
頃
の
運

動
不
足
を
解
消
し
ま
し
た
。

　

７
月
21
日（
水
）、
中
央
・

北
大
阪
・
南
大
阪
の
三
地
区

評
合
同
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
。

で
き
て
、
特
に
、
黒
部
渓
谷

や
奥
入
瀬
渓
流
を
再
現
し
た

露
天
風
呂
が
、
癒
さ
れ
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
夏
の
家
族
旅
行

で
き
ま
す
」
と
の
感
想
が
き

　

７
月
17
日
（
土
）、
南
河

内
地
区
評
と
呼
吸
器
・
ア
レ

ル
ギ
ー
医
療
セ
ン
タ
ー
支
部

と
の
共
催
で
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
温
泉
で
湯
っ
く

り
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

「
長
島
温
泉
」
を
企
画
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
夏
本
番
の
汗
ば

む
陽
気
で
し
た
。

　

参
加
者
の
、
大
人
31
名
こ

ど
も
６
名
は
車
中
で
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
長
島
温
泉
に
到
着
。
昼
食

を
み
ん
な
で
い
た
だ
い
た
後

は
、
湯
あ
み
の
島
で
く
つ
ろ

ぐ
方
や
こ
ど
も
さ
ん
と
ス
パ

ー
ラ
ン
ド
内
で
遊
ん
だ
り
、

ラ
ン
ド
の
と
な
り
に
あ
る
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
す
る
参
加
者
な
ど
、
本
当

に
、
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を

発
散
し
た
１
日
で
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
よ
か
っ
た
で

す
。
時
間
的
に
も
ゆ
っ
た
り

　本庁ニュースが、
2010年７月26日、
5000号を迎えまし
た。発行部数が5000
部を超すかつてない
規模の日刊職場新聞
を創刊以来、月曜日
～金曜日（祝日、年
末年始を除く）まで、
一日も休むことなく発行し、読者との対話型の紙面
づくりをめざしてきました。
　日刊ニュースは、職員の声をどんどん掲載し、要
求実現に向け威力を発揮してきました。「毎週水曜
日はノー残業デー。定時に帰りましょう」の要求を
掲げ、残業実態調査の実施、本庁ニュースでのキャン
ペーン、粘り強い運動の中で、「ゆとり週間」や「ノー
残業デー」が府当局で実施することになったのは、本
庁ニュースのキャンペーンの大きな成果です。
　今回、5000号を記念して、創刊号から5000号のす
べてを収録したDVDも作成されました。
　多くの皆さんのご協力があってこその5000号到
達、さらなる発展が期待されています。
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岡本　才智子（成人病Ｃ）

１等〈１本〉１等〈１本〉商品券（３万円）商品券（３万円）

久山　芳文（総合医療Ｃ）

２等〈10本〉２等〈10本〉商品券（１万円）商品券（１万円）

島原和志（母子医療Ｃ）、金子ゆ
り子（保健所）、金子由美子（保
健所）、梶谷紀子（保健所）、西野
亜子（農林）、西村祐一（土現）、
篠田伸司（土現）、角谷久美代
（総合医療Ｃ）、箱嶋雄一（健
福）、奥西幸一郎（府税）

３等〈25本〉３等〈25本〉スルッとKANSAI（千円）スルッとKANSAI（千円）

富田潤子（健福）、 杉田満（府
税）、伊藤育雄（府税）、松本沙織
（総合医療Ｃ）、喜多幸司（商工
労働）、佐々木敦志（健福）、佐々
木恭子（健福）、岡理江（府税）、
世古泰士（土現）、東野朝男（土
現）、足立艶子（呼吸器・アレ医
療Ｃ）、梅木三郎（土現）、太田沙
世子（成人病Ｃ）、小松恵子（保
健所）、上田明美（府税）、三杉隆
文（保健所）、永井澄子（健福）、
上田英実（土現）、 上野勝（府
税）、仲林敬（土現）、塩崎雅章
（教委）、南悦夫（土現）、中村一
幸（商工労働）、奥野智（府税）、
高橋幹子（土現）
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炎
天
下
の
も
と
12
時
か
ら
の

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
の
総
決

起
集
会
か
ら
、
厚
生
労
働
省
・

人
事
院
前
要
求
行
動
、
各
省
庁

前
（
財
務
・
総
務
・
公
務
員
制

度
改
革
推
進
本
部
・
農
林
水
産
）

要
求
行
動
、
厚
生
労
働
省
前
最

賃
改
善
座
り
込
み
行
動
、
銀
座

パ
レ
ー
ド
の
16
時
ま
で
行
動
が

行
わ
れ
、「
賃
上
げ
で
こ
そ
景

気
回
復
が
で
き
る
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　

総
決
起
集
会
で
あ
い
さ
つ
し

た
全
労
連
大
黒
議
長
は
「
予
算

削
減
が
続
い
た
社
会
保
障
を
立

て
直
し
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
や
中
小
企

業
な
ど
へ
の

支
援
で
内
需

主
導
に
転
換

す
る
こ
と
が

必
要
」
と
強

調
。
国
民
要

求
の
実
現
を

め
ざ
し
、
運

動
の
前
進
を

呼
び
か
け
ま

し
た
。
決
意

表
明
で
は
、

大
阪
労
連
青

年
部
の
中
津

川
さ
ん
が
発

言
し
、
前
日

27
日
に
実
施

し
た
大
阪
労
働
局
前
で
の
１
千

分
の
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
を

40
名
で
決
行
し
た
こ
と
を
報
告

し
、
最
低
賃
金
の
低
さ
を
告
発

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
前
中
に
は
、
全
国

知
事
会
と
の
懇
談
も
実
施
。

　

懇
談
は
、
自
治
労
連
都
道
府

県
職
部
会
が
「
地
方
分
権
、
道

州
制
問
題
、
都
道
府
県
の
行
政

改
革
（
案
）
中
間
報
告
」
に
つ

い
て
、
全
国
知
事
会
と
懇
談
を

行
い
、
府
職
労
か
ら
小
山
書
記

長
、
小
松
書
記
次
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

部
会
か
ら
は
、
こ
の
間
の

で
、
事
業
の
効
率
等
に
よ
り

必
要
と
あ
れ
ば
進
め
て
行
く

も
の
で
あ
り
、
道
州
制
に
つ

い
て
も
中
央
集
権
的
な
道
州

制
で
な
く
、
地
方
分
権
の
延

長
線
上
で
の
道
州
制
と
言
っ

て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
あ
り

き
で
は
な
い
」
と
回
答
。

　

行
革
に
つ
い
て
も
「
各
都

道
府
県
が
競
い
合
う
形
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
厳
し
い
財

政
事
情
の
下
、
住
民
に
理
解
を

求
め
れ
ば
、
ま
ず
は
行
革
が
な

け
れ
ば
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

　

部
会
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の

国
の
失
政
が
こ
こ
ま
で
、
景
気

を
悪
く
し
て
き
た
。
10
年
を
超

え
る
こ
の
間
の
行
革
も
全
く
役

に
立
っ
て
い
な
い
。
住
民
の
生

活
を
守
る
た
め
に
も
、
知
事
会

が
積
極
的
に
国
に
対
し
て
も
の

を
言
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

安
易
な
形
で
の
地
方
財
源
確
保

に
低
所
得
者
に
負
担
の
大
き
い

消
費
税
の
引
き
上
げ
を
言
う
の

は
問
題
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
観
点
で
、
今
後
と
も
定
期
的

な
懇
談
を
要
請
し
ま
し
た
。

「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」
の
閣

議
決
定
に
つ
い
て
、
麻
生
会
長

が
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
の

真
意
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ

ろ
、
調
査
第
一
重
松
部
長
は

「
全
て
が
良
い
と
言
う
物
で
は

な
い
が
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ

と
で
、
協
議
の
位
置
づ
け
が
で

き
た
。
一
方
的
に
上
か
ら
の
押

し
付
け
と
な
ら
な
い
こ
と
が
、

一
歩
前
進
と
言
う
意
味
で
評
価

し
た
も
の
」
地
方
へ
の
権
限
委

譲
や
道
州
制
に
つ
い
て
も
「
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
で
地

方
で
で
き
る
と
こ
ろ
は
地
方

全国知事会と懇談する自治労連都道府県職部会

　

10
人
事
院
勧
告
、
最
低
賃
金
審
議
会
へ
の
た
た
か
い
が
重
要
な
時
期
を
む
か
え
、
全
労

連
と
国
民
春
闘
共
闘
、
国
民
大
運
動
実
行
委
員
会
は
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
に
よ

る
貧
困
の
根
絶
や
景
気
回
復
を
求
め
る
７
・
28
中
央
行
動
が
東
京
霞
ヶ
関
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
２
０
０
０
名
（
府
職
労
か
ら
４
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

７・28
中央行動

全
国
か
ら
２
０
０
０
名
が
諸
行
動
を
展
開

消
費
税
増
税
反
対

最
低
賃
金
引
き
上
げ

公
務
員
賃
金
改
善

猛
暑
の

な
か


